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　・
宵

典
的

な
軍
歌

「

兵
卒

訓
戒
」

に

日

く

「

抑
も

我
等
が

中

隊
は
、

恰

　

も
一

家
の

如
く
な

り
、

　一

家

親
密
な

ら

ざ
れ

ば
、

家
勢
振
は

ぬ

も

の

ぞ

　

か

し
」

云

々
。

 鬥
　
或
る

バ

ク

ト

の

親

分
は

、

彼
等
の

世

界
の

親
分

制
度

を
説
萌

し

て

後

　

に

い

う
。

「

こ

5
い

う

こ

と

は
、

ど

こ

に

も

あ

る

こ

と

で
、

”

本

中

み

　

ん
な
親

分
制

度
と

い

う

わ

け

で

す
ね

。

そ

う

す

る

と

バ

ク

チ

打
だ

け

が

　

代
表
的

な

親
分
制

康
だ

と

い

っ

で
、

い

じ

め

ら

れ

る

の

は

ム

リ

で

す

　

ね
」

云

々
o

（

世

界

評岨
講

、

三

の

」

一
、

三

七

頁

一
砌
　
00
＄
o

算

も

い

る

如
く

「

漑
に

今
口

で

は

い

か

な

る

国
の

軍

隊

も

純

　

粋
な

国
民

的

性
絡…
を

帯
び

た

も

の

の

み

で

あ

る
」

以

上

「

一

国
民

の

具冖

　

有
す
る

す
べ

て

の

性

質
が

そ

の

ま

ま

軍
の

性
質
に

反

映
す

る
」

の

は
、

　

む

し

ろ

当
然
で

あ

ろ

う
。

（

Oo

留
旨
屏
⇔
β

 

冒
田

oqo

冠
驚。

お
コ膊
硲
卜⇒
Qg．

篠

田

　

英
雄
氏、
訳
本
一

二

ご

頁
）

な
お

、

圉
昌
⇔

鴇
o
冒
唱

器
衛

ポ

oh

臣
 

己自
09

巴

　
0慶
90
ロ

璽
OP

び
匂

崗

尋

鋭，
0慶
 
一

一

短

目
薗

昌

の

b
り

5
回

の

項

の

執問

筆
者

　

員
O
一

〇

げ
寓

も

こ

れ
を

説゚
い

て

い

る
。

（

〈
o
尸

鬮

　
一

〜．
N
一
〇
）

更
に

、

口

本

　

の

そ

れ
の

具

体
的

な
様
相
に

つ

い

て

は

飯

塚
浩
二

氏

「

日
本
の

軍

隊
」

　

　
（

一

九

五

〇

年
）

の

到

る

所
に

詳
細

な

分
析
が
見

事

に

果

さ

れ

て

い

　

る
o

鰌
　
『

商
人
や

胃
姓
に

な

つ

た

ら
　

生

浮
ば

れ

ん

ぜ
、

軍
人

に

な

る

こ

つ

　

ち

や
。

軍
人
に

な

つ

て

み

ん

な
に

崇
め

ら

れ
る

よ

う

に

な

ら

ん

き
や

人

　

問

じ
や

な
い

わ
』

「

祖
母

は

よ

く
私

に

そ

う

い

つ

た
。

私

は

軍

人

に

な

　

る

こ

と

に

虐

め

た
」

訳

々

。

へ

或
る
曲
震

村
出

の

予

科

練
盤

の

芋
訓
剛

、

「

坐

　

き
の

こ

つ

た

青
年
櫨叩
の

認

録
」

　画

四

七

頁
）

な

お
、

こ

の

雷｝
隊
生

活
の

　

道
を

求
め

た

過
剰
農
村
青
年
の゜
存

在
を

除
外
し

て

は

過

去
の

日

本
の

歴

　

史
は

説
朋

繊
来
ず

、

し

か

も
そ

の

問
題
は

現

代
に

も

な

お

残
つ

て

い

る

　

こ

と

は
、

最

近
の

一

新
聞
が

論
じ

た

如
く

で

あ

る
。

（

昭
和
二

七

年
一

　

月
三

〇

日

付

朝
H
新
聞

社
説
参

照
）

ω
　
丸
山

真
男

氏

「

n
本
フ

ア

シ

ズ

ん

の

思

想
と

運
勤
」

（

東
洋

丈

化

講

　

座
第
二

巻
一

五

二

頁
以

下
）

参

照
。

 
　
こ

・

こ

六

事
件
の

理

論
的

指

導
者

北
一

輝
も

こ

の

点
に

注

鼠

し
、

そ

　
の

箸
「

日
本

改

造
法

案
火

綱
」

に

於
て

、

天

皇
に

つ

ぐ

革
命
主

体
と

し

　
て

在

郷
軍
人

会

を

あ

げ

て

い

る
o

伽

東
大

協
組
出

版
部

「

ぱ
る

か

な

る

出

河

に

し

ニ

ニ

三

頁
以

下

参
照

。

 
　

圉
凶

o
騨
℃
 

h
 

o

響

聞
、

o
Φ

島
o

葺

圃
過
心
一

　
の
晶
者

者

犀

鬨
hO

日同
算

は

所
誚

　

「

権

威
主

義
的

性

格
の

本

質
は

サ

デ
ィ

ズ

ム

的

衝
動
と

マ

ゾ

ヒ

ズ

ム

的

　

衝
動
と
の

同
時
的

存

在
と

し

て

述
べ

て
」

い

る

が

（

H
高
六

郎
民

訳
本

　
二

四

ヨ

頁
）

我
々

は

こ

の

典
型
的
な

も
の

を
口

本
の

軍

隊
に

於
て

数
多

　
く

発
見

し

得
る

と

思
う
o

〔
 

　
ラ

イ

エ

ル

前
掲、
書
三

二

〇

頁
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教
師
の

教

育
的
価
値
観
を

　

　

め

ぐ
る

一

考
察

一
、

研

究
の

ね

ら
い

小

　
野

佐

千

　
夫

昏1彊1川 llmlWII甌IW1 ■14置1蜀lllllJ“邑叩 1圏i

　
は

げ
し
い

転
換
期
に

対
処
し
て

、

わ
が

国
教
育
の

燕

本
線
を
日

本
鬮
民
の

自
生
挫
に

基
づ
い

て

確
立

し
、

そ
の

方
向
を

明
示
す
る

こ

と
の

必

要
性
を
強

く

感
ず
る

と

き
に

あ
た

り
、

教
育
実
践
の

現
場
に

あ
つ

て

常
に

乎

供
た
ち
と

接
し
て

い

る

數
師
は
、

子

供
を

ど
の

よ

う

な
人

間
に

形

成
し

よ
う

と

し
て

い

る
だ
ろ

う

か
。

ま

た
、

教

師
は

日

本
の

現
実
社
会
に

対
し

て

ど
の

よ
う

な
不
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満
を

も
ち

、

何
を
心
配
し

て

い

る

だ
ろ

う

か
。

さ
ら
に

、

教
師
が

子

供
を

通

し
て

え
が

き
出
そ
う

と
し

て

い

る

明
日
の

教
育
理
想
豫
と

、

現
実
社
会
に

対

し
て

い

だ
い

て

い

る

悩
み
と

の

間
に

、

ど
の

程
度
の

関
連
が

み

ら

れ
る

だ
ろ

う
か

。

　
わ
た

く
し
が
こ

の

研
究
を
は

じ
め

よ

う
と

し
た

の

は
、

右
に

掲
げ
た

三

つ

の

設
問
に

答
え
る

た
め

に

外
な
ら
な
い

。

二

研

究
方
法

　

以
ヒ
に
の

ぺ

た

視
点
か

ら

教
師
を

把
握
す
る

手
段
と

し
て
、

簡
単
な
調

査

を
試
み
た

。

　

　

 

調
査
問
題

　

調
瑠
問
題
は

二

つ

か

ら
な
り
ふ

一

つ

は

教
師
の

教
育

理
想
像
に

つ

い

て

の

も
の

で
、

も
う
一

つ

はド
教
師
の

現
実
の

社
会

観
の

一

面
に

関
す
る

も
の

で

あ

る
P

　
一

の

問
題
は

、

，
ア

メ

リ

カ

の

ミ

シ

ガ

ン

州
立

大
学

の

ブ

イ

ー

ザ

ー

（

切゚

　

　

団

＄
夢
霞
）

氏
が

、

人
物
類
型
の

差
違
を

説
明
す
る

研

究へ
彗
で

用
い

た

問
題

を

参
考
に

し
て

つ

く
つ

た

も
の

で

あ
る

。

フ

イ

ー

ザ

ー

氏
は

、

ア

メ

リ

カ

に

お

い

て

し

ば
し

ば
用
い

ら
れ
て

い

る

十
個
の

「

価
値
範
疇
」

（

＜
巴
鐸

oO

円

枯

穿

言
島
o
コ
）

、

即
ち

宗

教
的
（

閑
Φ

に

咳
o
ロ

6
、

科
学

的
（

ロQo

ざ

馨
監

け
）

、

神

秘

的

（

鼠
団

巴
。

巴
）

、

審
美
的
（

妻
糞
7
Φ

銘
o
）

、

人
道
主

義
的
（

鎖
自

犀
騨

蝕
辭
隊

讐
）

、

経

済
的
（
】

田

OO

口
O
髯一
〇
）

、

政
治
的
（

副

凵

。

聾
ざ
9・
囲

）

、

軍
国
主

養
的
（

匡
臣
爵

鴛
寔博
。

）

、

煽
情
的
（

ロ駐

窪
蓄
8
）

、

及
び

社
会
的
〔

11
身
分
・

地
位
の

憲
味
に
お

け

る
〕

（

難
暮
ロ・
じ

の

十
個
を
配
列
し

て

問
題
を
作
つ

た
。

わ
た

く
し

も
こ

れ
に

な
ら

つ

て

第
一

表
の

如
き
質
問
項
口

を
作
成
し

、

教
師
の

教

育
的
価

殖
に

対
す
る

態
度
を
検
討
し

て

み
た

。

匪

〉
β

国
牌

藁

髯
 

夢
。

斷

8
回

昌

簒
け

冨
冨

コ
電
。

完
蓉
霧

猷

瑠
 

目
コ・

言

售
崎

　

弓

着
＄

　

O
露

ヒ學璽

団

＄
爵
雪

　
　

〔

隔
m

盛
霞
ざ

一

3
ご

臼
o

髯
昌
騨
一

〇
、

邑

a
霹
蹄

毳
巴

男
舘
g
器

包

題調 査 問〔纂一表 ｝

もつ て い らつ しや る ク ラ ス
， ま た は

る 子供 た ち を将 来 どん な入聞に つ く

い らつ しや い ：ますか 。

は ， 人聞 の 心 の 中に や どつ て い る い

して い ます。 これ ら十個 の 姓格 の 中

聞 と して 備 えて い なければ な らない

格四 つ をえ らび そ の大切 だ と思 われ

し
い「さ

を

聞

瞑

崇拝 し ， 神仏の 意志 に従 う こ と の

生 活 の 幸福を感ず る 。

想に ふ け り s．宇蜜 と現実 との …致

慰

驫
飲

讐
飮

驚
鴦

離
礎
辮

〔
一・〕　 あ なた は あ な

　　 あ な た の 学校 に

　　 りあげ るた め に

　　 次に が か げ た 十

　　 ち じる しい 特性

　　 で 子供 た ちが艱

　　 とお考 えに な る

　　 る順 序に 番登を，
Reiig“L〔鵬 　 　 （

b｛yStieal （ ）

e

を科学 的に 研究 し ， 自然界に お い て

もまず厂真理 」を求め よ う とす る 。

し く評価 し ，新 しい 厂羮」を創造 す る 。

富 を蓄 積 し 厂金 を もうけ る」 こ とに

o

「支 配」を希望 し ， 力 の あ る もの が 人

を統 治す べ きだ と考 え い て る 。

 

鸛
貌

馨
神

ち

囀
鵬
劃

質

力

梅

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

力

と

）

う

神

示

ぐ

ー

「

物

努

「

蝿

）（

）

）
　
　

　

）

（

（
　
　

　

（

SC 量entific

Aesthetic
Econ ‘レluic
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IIUtnanitarian（ ） 1人 々 の 幸福」を増進 ざせ る た めに は ， 自分 薗

　　　　　　　　　 身を無私無欲 に す る 。

Militaristic　 （ ）仮想敵に そな え て常に 軍備 を増 強 し， 戦争が

　　　　　　　　　
F
は じまれば必 ず敵に 勝 と う とす る。

Sen帆 e　　　 （ ）
一一・

時的な 自己表現 と ， 自己欲塁 の 満足 を昧わ

　　　　　　　　 お う とする 。

Statl］S　 社会的 に 高 い 地位をえて 立 身出世す る。

〔二 〕　 口本 の 現実杜会の 中で ， あ なた が もつ と も不 満に 思い ， 叉

　　 心配 して い ら つ しや る こ とが らを
一 つ だ け簡単 に か い て下 さ

　 　 Llo

　
コ

　
ニ

の

問
題
で

は
、

日

本
の

現
贈
A

社
会
の

中
で

教
師
が

も
つ

と

も
不

滞
に

息

い

t
鳳
つ

心
配
し
て

い

る

事
柄
は

何
か

を
一

つ

だ
け

尋
ね
て

み

た
。

こ

こ

で

は
、

予
め

厠

答
の

ワ

ク

を
き
め

ず
に

目
由
回

答
法
の

形
式
を
と
つ

て
、

被
調

査
者
の

自
由
な
意
見

を
率
直
に

求
め
、

そ
の

内
容
に

即
し

て

整
理
分

類
し
て

「

意
見
の

ワ

ク
」

を

決
め

た
。

　
　
 
　
調

査
対
象

　
調

査
対
象
の

中
心

を
大

阪
府
下
に

お
け

る

嚢
務
教
育
担

当
の

教
師（
註）
に

お

き
、

大
阪
学

芸
大

学
、

大

阪
府
教

育
委
員
会
が

夫
々

主

催
し

た

昭
和
二

十

六
年

夏
期
認
定
讙…
習
に

出
席
し
た

教

師
の

申
、

教
職
教

養
、

専

門
教
養

、

及

び
一

般
教
養
の

受

講
者
二

五

〇
人
に

調
査

用
紙
を
配

布
し

、

一

二

一

枚
を

回

収
し

た
。

し
か

し
一
一

枚
は

、

資
料
と
し
て

不

備
で

あ
つ

た

た

め
こ

れ

を
除

外
し

た
。

従
つ

て

実
際
に

資
料
と

し

て

今
回
の

研

究
に

使
つ

た

の

は
、

男
子

一

〇
三

枚、

女
子
九
七

枚
の

計
二

〇

〇
枚
で

あ
る

。

曲
。

大

阪

府

教
育
委

員
会

調
査

課
。

昭
和
二

＋

六

年
四

月
三

＋

獄

調
べ

。

く
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　　
ラ
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　　
ラ

襲
｛

鑢
嬲

二

鰐

籤
欺
嫩

二

礁

蝦

鎗
从

　

調
査
し
た

人
数
は

極
め

て

少
く

、

対
象
に
し

た

教
師
も
便
宜
上

選
ん

だ
に

す
ぎ
な
い

の

で
、

一

般
的
な

結
論
を

示
す
こ

と

は

嗣
難
で

あ

り
、

あ
る

程
度

の

傾
向
を

知
り
う

る

に

す
ぎ
な
い

。

こ

の

た

び

の

調

査
で

資
料

と
し

て

の

役

割
を
は

た

し

た

教
師
の

性
別

、

数
え
年

、

人
数

、

在
職
学
校
別

、

学
校
所
在

地

別
、

経
験
年

数
及
び

職
別
を

示
し
た

の

が

第
二

表
で

あ

る
。

　

年
令
で

は

数
え

年
二

〇

歳
か

ら

六
［

歳
に

及
ん

で

い

る

が
、

そ
の

中
を
七

つ

に

わ

け
て

考
え
て

み

た
。

ま
ず

、

太
平

洋
戦
争
で

日

本
が

敗
れ
た

昭
和
二

＋
年
八

月

＋
流

日

以

後
に

教
師
養
成
学

校
に

入

学
し

た

（

昭
和
二

土
年
六

月
入

学
）

入
達
（

平

均
年

令
二

四

歳
）

か

ら
、

昭
和
二

孛

六

年
三

月
の

卒
業

生
（

こ

れ
ら
の

申
に
は
、

教
師

養
成
学
校
以

外
の

卒
業
生

も
多
く

含
ま

れ
て

い

る

が
）

ま
で

を
一

つ

の

枠
に

入

れ
、

次
い

で

昭
和
十
七

年

四
23

、

即
ち

太
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表〕騨〔第

好四職数年験経
　　　校

在地 刷

數 1月

諭

廡

瞹
校

　
長

助
ー

暾

憮

鴕
」

入

弓
1
竹
6

膃
25」303550

iiF」
6

52e

6
−
10

4．

ー
5

2
−
3

む

　
ユ

無

−
響

償
綱

衛
屋

都
布

｝

1
　一

｛

　「

｛

　一

」

　
「

「

量

51

　［

82615

王7

11234188

』
ド

ー

一

」

　「

一

一

一

｝

一

｝

−

一

　
　
一

　
　
「

一

　
　
　
　
　
一

52

11

　「
　一
　「

7

　

1
　
　

　
「

　
　

　

　
　
　
　
1

一

「

2

匚
仔

　

　

　
　
　

7

「

「

「

一

 

一

「

蹴

喜141

　一

15

　
　
　
一

 

」
L72i

一

「

10

「

166

　【
　
　
　
　

22

1 　 1 　 i

Oj
　
sl
　
4i
　
3

0一 ・3・9
1 ， ；
　

2 一 ほ i2
0LLL

ILLL

O　一一・一
一

〇一 ：＿ ＿

358 ．14
1 　 1

『
1

＿ 13

− 　1

　亅
一i一

li2；l　lZi：
　　EKIl12−

6 −

3 一

33

o」
　　　？）

「

｝

｝

一

一

［

一

一

一

｝

［

」

「

−

　「

蝋

「

｝

　
一

　
「

田
圃
9

一

　
う
　

　
　

つ

−

ヨ
引

12

“

セ
　
9

　【

「

3104r

フ

　

7
　

6

性 　 数

別 燐 数 點
中

鬥調

　 1在 　　職 学
人 L巣 獲 矍 琢

1園「学 1学校 i市
　 　 　 　 T

　 「20− 24　 重2
　 1　 　 i
　 i25− 28E　 　 　 　 　 28
　 1　 　 1

・ 駻三ii遞l
　 l　　　　 i
　 I51− 60i　　5
　 1　　　　　 1
　 1

　 ；61以 上 i　 1
…
（小 副 1・3

q
1｛嬲 ！l
lgl

　E51
’

4

瓠 ll鷲
iOl73i3　 1

　 　 10
　 0

匚
0　1

　 　 11
0，562819
　 　 11

7i

30

11913

　 128

119193913
，

32

　一

2
　一

　「

「

O −　　　　　一

，LIL
oL ＿L

コ2［ぞ『t19

　　
120＿24：

鶴
女 ill：lli
i繍
器

　　 1　−1．− 　　1

　　　　 1

… 1・」… 133ilgi65；61167

371334
［
315

「

0
　　　

7103101100

［
097

　6

　 　134i281

’1
　？

・！

ll｝llll21
1…・i・12

』
6

110313
1　 ．．IE
O1010i　2；O

elOIO101

1il，1：、：
r

32
　　　1 螺

I

I謂汗
1
モ

　　　　幽 判 13123il・1ラ1
冒

至「

目　　
L

11311 ・

r
．

・r38幽 ラ

平

洋
戦
争
が

始
ま
つ

て

最
初
の

入

学
者
（

平

均
年
令
こ

八

歳
）

か

ら
、

昭
和

七

名
、

三
．

二

十
年
四

月

の

入

学
者
（

平

均
年
令
二

五

歳
）

ま
で

、

換
言
す

れ
ば
太
平

洋
戦
争
申
に

教
師

養
成
掌

校
で

学
ん

だ

人

達

を

お

き
、

続
い

て

こ

九

歳
か

ら
三

五

歳
、

三

六

歳
か

ら
匹
O
歳

、

四

一

歳
か

ら

五

〇

歳
、

五
一

歳
か

ら
六
〇

歳
最
後
に

六
一

歳
以
上

の

五

つ

の

枠
を
大

体
五

歳
辮
隔
で

設
け
、

年
令

郡
別
に

あ
ら
わ

れ
た

結
果
の

相
違
を
み

よ
う

と
思
つ

た
。

　
入

数
は

前
に

も
述
べ

た

如
く

男
子
一

Q
三

名
、

女
于

九
七

名

で

あ
る

。

在
職
学
校
別
で

は
、

小
学

校
教
師
一

四
こ

名、

中
学

校「…｝
三

名
で

、

義
務
教
育
撫

当

教
師
は
…

七

五

名
で

あ

り
、

他

は

幼

稚
園
と

高
等

学
按
の

教
師
で

あ
つ

た
。

　
学

校
所

在
地
別
で

は
、

大
阪
市
が

六
五

名
、

鵆
星
都
市
（

註

三
が

六
一

名冖
、

郡
部（
註
2｝

は

六
七
名冖
で

あ
つ

た
。

な
お

所
要醐
畢

項
の

記
入

な
き
者
は

男
干
三

名
、

女
子
四

名
の

計
七

名
で

あ
つ

た
。

コ睦
ー

　

衞
星

都
毒

（

豊
串

、

貝

塚
、

泉
佐

野
、

布
施

、

茨
木

、

〔　
　
守

口
、

吹
田

、

寓
田

林
、

八

尾
、

池

田
、

堺〃、

寝
艢
川

の

　
　
各

市
）

　
2
　

郡
部

（

泉
南

、

泉

北
、

南
河
内

、

中

消

内
、

北

河

内
、

　
　
三

島
、

豊
能
の

轟…
郡
）

　

経

験
軍

数
は
、

大

体
に

お

い

て

数・
え

年
の

増

加
率
に

比

例
し

て

い

る
。

一

年
未

満
は
［

四

名、
…
呷
年
乃

至
、

＝

年
は

三

七

名
、

四

年
乃
棄
五

年
は
一…
一
三

名、

六

年
乃
至

∵
O
年
は
五
一

名
、

一

　「

年

乃
至
「

流

年

は
「

三

名、

一

六

年

乃

至
二

十
年

は．
一
、

＝

名
、

二

一

年
乃
至
二

五

年
は
…

六

嶺、

こ

穴
年

乃
至

写
C
年
は

「

年
乃
至．
二

充

年
は
「
二

名、

四
．

年
乃
至
κ
、

 

年
が

男
干
に
一

名
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1
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幽
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0．3

煽 晴

三
ド四養

1：ほほ
・引1［・

　 0

二 匿 「四 1計四 計

00

一

　
」

「

一
一

二

計

214

　
計

3

≡巨
ll＿

　　　1 ［

　　1＿

四

1131

− ．
1

女

　
i

　

　

2
　
　

2

　
匹「

0 ．
三」

1

ー

　
二

　一
　
一 1

　
　

4．
　一

　

2
｝
　
　　

　

2
　
0

　
　［
一

0

　 　 ロ　コ　
FーJ ’　　　

　ワド
　 　　　　

　
　　 　　 　　　　 　　　　t−　　

脚 例 鯉 一 ．一壁 L
　　l ． 醂 酬 人 道搬 的

…
男

！撃醒 …竺1賄1細
1 ．

：皇驚｝≒⊃7翻 喜聖

1欝ll…ll鱗1
あ
り

、

無
記
入
は

男
女
夫
々

…

名
ず
つ

で

あ
つ

た
。

　

職
別
で

は
、

助
教
諭
が

男
子

七

名
、

女
子
三

一

名
の

計
三

八

名
、

教
諭
は

男
子
八
八

名
、

女

子

六
〇

名
で

計
一

四

八

名
、

校
長
は

男
子

の

み

の

七

名
、

記
入

し
な
か

つ

た

者
ほ

男
子
…

名
、

女
子

六

名
の

計
七

名
で

あ
つ

た
。

　
　
　

三
　
結

果
の

概
観

　

→
の

問
題
の

結
果

、

教
師
は

科
学
的
人

閥
の

　

し
育
成
に

最
大
の

関
心
を
は
ら
い

、

人
道
室

嚢
的

及
び

審
羮
的
人

閲
形
成
に

対
す
る

価
値
評
価
は

割
合
に

高
く

、

政
治
的
・

経
済
的
人
間
形
成
に

関

す
る

評
価
は

極
め
て

低
く

、

軍
国
圭

嚢
的
並
び

に

煽
情
的
人

閥
は

、

教
育
さ

れ
る
べ

き
の

ぞ
ま

し

き
人
聞
像
か

ら
、

除
外
さ

れ
て

い

る

と
い

う

結
果

を
得
た

。

こ

れ
を

、

さ
ら
に

詳
細
な
数
字

を
も
つ

て

示
せ

ば
、

第
三

表
の

如
く
に

な
る

。

　
被
調

査
者
二

〇
〇

名
の

四

分
の

三
に

あ
た

る

…

流

三

名
が

、

科
学

的
の

項
鍔
に

ω
な
る

順
位

を

つ

け
て

、

何
よ

り
嬉
第
一

に

科
学
す

る
人
間

の

育
成
を
理

想
に

し

て

い

る

こ

と

が

津
μ…
せ

ら

れ
る

。

η
（

こ

の

表
に

お

い

て

点
数

及
び

平
均
の

項
に

あ

ら
わ

れ
て

い

る

数
字
は
、

各
十

個
の

価
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科

政

宗

煽孝

軍

政

〔第 　 四 　 表〕
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値
範
躊
と

も、

ω
な

る

順
位
に

対
し
て

は

四

点
、

 
な
る

順
位
に

は
一、「
点

、

 
な
る

順
位
は

二

点

ω
な
る

順
苡
は
一

点
、

順

位
な
き
も
の

は

零
点
と
し

て

計
算
し
、

そ
の

算
術
平
均
を
求
め

た

も
の

で

あ
る

。

　
右
に

述
べ

た

点
数

捕
人

法
に

よ

り

各
年
令
層
別
の

価

値
観
像
を
画
い

た

の

が

第
四
表
で

あ
る

Q

　

コ

　
ニ

の

問
題
は

自
由
回

答
法
に

ょ
つ

た
た

め
、

答
の

形
式

、

内
容
が

多
様、

　ゴ
し
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

コ

多
方
画
に

わ
た

つ

て

い

た
が

、

一

の

聞
題
と

の

関
連
と
い

う

見
地
か

ら

整
理

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
コ
ヒ

し
て

、

「

意
見
の

ワ

ク
」

を
人
道
主

義

的
な
も
の

、

政
治

的
な

も
の

、

軍

国

主

義
的
な

も
の

、

経
済
的
な

も
の

、

こ

れ
ら

以

外
の

も
の

、

お

よ

び
〃

な
し

”

叉
は

無
記
入
の

六
つ

に

分
類
し

た
。

　
日

本
の

現
実
の

社
会
問
題
の

う

ち
、

人

道
主

義
に

関
す
る

問
題
へ

の

不
満

と

心
配
が

も
つ

と

も
多
く

、

全

体
の

六
一

名
（

男
ヨ
一

名
、

女
三

〇

名
）

、

三
一

バ

ー

セ

ソ

ト

を

肖
め

て

い

る
。

主

要
な

意
見
を

列
挙
し

て

み

る

と

　

物
慾、

名
誉
慾

、

権
力
慾
で

か

た

ま
つ

た
エ

ゴ

イ

ス

ト

が

　

あ
ま
り

に

も

多
い

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

〇
％

　

公

共
性
が

す
つ

か

り

欠
如
し

、

道
徳
が

完
全
に

腐

敗
し

て

　
い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
八

％

　
幺
廴

り

也
o

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

二

髫

　
コ
　

く

ゴ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　リ

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
」
‘

〆

　

次
い

で

政
治
問
題
の

瀧

四

名
（

男
三
一

名
、

女
二

三

名
）

が

多
く

、

全

体

の

二

七
パ

ー

セ

ン

ト

に

の

ぼ
つ

て

い

る
。

意
見
は

極
め

て

広

範
囲
に

及
び
、

そ
の

主
要
な

も
の

は

　

政
治
が

貧…
困

な
た
め

に

要
髄［
の

い

い

も
の

が

得
を
し
、

正

直

　

者
が

馬

鹿
を
み
て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

七
％

　

代
議
士

の

態

度
に

多
く
の

不

満
を

感
ず
る

。

　
　

　
　
　
　

　

九

％

　
日

本
が

だ
ん

だ
ん
ア

メ

リ

カ

の

植
民
地
政
策
に

よ
つ

て
、

　
動
か
さ

れ
て

い

く
こ

と
。

　
教

育
に

対
す
る

熱
意

し」

識
意
が

、

今
の

政
府
に

は

み

ら

れ

　
な
い

。

　

自
由
党
の

横
暴
と

資
本
家
の

独
善

。

　

す、
丶

て

の

子

供
に

義
務
教
育
を
完
全
に

う

け

さ
せ

る

こ

と
。

　

　

の

　

人
口

過
剰
に

伴
う

失
業
問
題
と
社

会
恐
怖

。

　

第
三

国
人
が

日

本
国
内
で

の

さ
ば
る

こ

と
。

　
曽
四

論…
、

思
想
の

白
伺

由冖
が

圧
迫

さ

れ
て

き
た

。

　

復
古
的
な

思
想
を

も
つ

て

行
動
す
る

も
の

が

次
第
に

増
加

　

し
て

き
た

こ

と
o

　

そ
の

他
。

　

第｝．一
は

軍

国
主
義
に

閧
し

た

問
題
で

、

全
体
の
一
一

パ

ー

セ

名
（

男
九

名
、

女

＝
一

名
）

が

関
心

を
よ

せ

て

い

る
。

事
柄
は

　

夊

あ
の

恐
ろ

し

い

戦
争
が

お

ご

り
は

し

な
い

だ
ろ

う

か
。

　

再
軍

備
に

か

ら

む

我
々

青
年
の

兵
役
問
題

。

　

第
四
は

経
済
面
の

問
題
に

関
す
る

も
の

で
、

全

休
の

六

パ

ー

二

名
（

男
九
名、

女
三

名
）

が

関
心

を
示
し

、

　

物
価
が

安
定
せ

ず
、

生

活

費
の

大

半
は

食

費
に

か

か

り
、

　

税
金

が
高
い

こ

と
。

　

世
の

中
の

大

低
の

こ

と

は
、

金

で

解
決

疵
来
る

と

い

う

事

笑

等
を
煎
べ

て

い

る
。

八

錫
三 四 四 五

一ヒ 八

％ ％ ％ ％ ％ ％

　
　

　

　

三

％

　
　

　

　

二

％

　
　

　
ン

ト
、

…

＝

心
配
し
て

い

る

主
な

　

　

　
　
　
　

九

五

％

　

　

　
　
　
　
　

五

％

　

　

　
　
　
　
セ

ン

　
、

‡…
要
な

理
山
と

し

て　 九
沂二 二

％ ％

以

⊥
右
に

ま

と
め

た

四
つ

の

ワ

ク

に

あ
て

は
ま

ら
な
い

意

見
を
一

括
し

て
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そ
の

他
”

と

し
た

。

こ

の

中
に

含
ま

れ
る

も
の

は
三

三

名
（

男
一

八

名
、

女
M

五

名
）

で
、

全
体
の

一

七
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
る

。

代
爽
的
な
見

解
を
ひ

ろ

い

あ
げ
て

み
る

と

　
日

本
国
畏
が

自
主

性
を

喪
失
し
て

し
ま

つ

て

い

る

こ

と
。

　
民
圭

圭
義
の

真
の

意
昧
を
理

解
せ

ず
、

自
由
の

精
神
を
は

　
き
ち

が

え
て

い

る
。

　
理
論
と

実

際
と
の

間
の

ギ
ヤ

ッ

プ

に

つ

い

て
。

　
現
代
の

青
年
は

日

本
を

背

負
つ

て

い

け
る

だ
ろ

う

か
。

　
入
間
心
理
の

把
握
の

む
つ

か

し

さ
。

　
ア

メ

リ

カ

思
想
の

影

響
に

よ

り
、

老

人
と

青
年
が

心
ま

で

　
別

居
す
る

傾
向
の

あ
る

点
．

　
一

般
社

会
の

人
が

教
育
に

対
し

て

無
理
解
で

あ

る
。

　
意
味
が

十

分
に

よ
み

と

れ
な
い

も
の
Q

が

あ

り
、

つ

で
、

ン

ト

を
か

ぞ
え
た

。

こ

二

％

二

〇
％

一

八

％

＝

冤
六

％
C 六 六

％ ％ ％

　
さ

ら
に

該
当
事

項
〃

な
し
”

と

答
え
た

も
の

は

男
女
各
々

二

名
ず

無
記
人
は

全

体
で
「

説

名
（

男

三

名
、

女

＝
｝

名
）

、

約
八

パ

ー

セ

　
こ

こ

に

列
挙
し

た

日

本
教
師
の

数

多
く

め

不

平
不

満
を
概

観
し
て

、

戦
後

日

本
の

社

会
に

お

け
る

健
全

な

精

神
復
興
が

、

そ
の

緩
慢
な
る

物
的
繭
の

復

興
よ

り

も
な
お

著
し
く

お

く
れ

て

い

る

こ

と

に

気
づ

く
の

で

あ
る

。

　
こ

の

調
査

を

通
じ
て

わ
た

く

し

が
試
み

よ

う

と

し
た
、

教

師
の

「

明
日

の

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

コ

教
育
理
想

像
」

を
う

き
ぼ
り
に

す
る

た

め

の

聞
題
一

、

お

よ

び

教
師
の

「

今

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

し
コ

日

の

現
笑
社

会
観
」

を
つ

き
つ

め

よ

弓

と

し

た

問
題
二

の

結
果
を
眺
め

た
と

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

き
．

両
者
の

聞
に

莫
然
と

し

た
。

し
か

も
雑

然
と

し
た

閧
係
を
わ
ず
か

に

み

と

め

う

る

穫
度
で

あ
つ

て
、

そ
の

間
に

闕

白
な

連
関
牲
を

発
見
す
る

こ

と

は

出
来
な
か

つ

た

よ

う
で

あ
る

り

　
わ
た

く
し

の

調
査
の

方
法
と

内

容、

と
く
に

調

査
問
題
の

聞
題
性
の

追
及

は
し

ば

ら

く
お

く
と

し
て

、

一

見
つ

か

み

よ

う

の

な
い

こ

の

結
果

、

理
想
観

と

現
実
観
と

の

複
雑
な
ズ

レ

が

現
代
日

本
の

社

会
に

生

き
つ

つ

あ
る

教
師
の

生

熊
の
…

面
で

あ
り

、

そ
こ

に

い

つ

わ
ら

ざ
る

教
師
の

真
の

姿

を
み

る

こ

と

が

出
来
る

の

で

あ
る

。

　
教

師
が

教
育
目

的
を
ど
こ

に

設
定
し

、

そ
れ
を
子

供
を

通
し
て

い

か

に

呉

現
せ

ん

と

し

て

い

る

か

は
、

教
師
の

お

か

れ
て

い

る

社
会
的
背

景
に

よ
つ

て

決
定
せ

ら

れ
る

。

明
日

の

国
家
を

、

や

が
て

生
ま

れ
て

く

る

民
族
の

新
し

い

し

　

や

　

う

　
し

に

な
い

手
や

階
級
の

進
路
を
い

か

に

方
向
づ
け

る
べ

き
か

を

意
織
し

て

い

る

人
々

の

杜

会
に

お

い

て

は
、

教
師
の

教
育
日

的
も

明
瞭
に

打
ち
立

て

ら

れ
る

の

で

あ
る

。

ま
た

わ
た

く
し
は
、

教

育
の

目

的
は
そ
の

社
会
の

膜
史
的
条
件

に

よ
つ

て

も

規
定
せ

ら
れ
る
こ

と
に

考

え

及
ぶ

の

で

あ
る

。

新
し

い

風
主

社

会
の

教
育
目

的
が

、

古
き
封
建

社
会
の

教
育
H
的
と
異
つ

た

も
の

で

あ
る

こ

と
は

当
然
の

こ

と

で

あ
る

。

　
社
会
的
背
景
に

麦
え
ら
れ

、

艤

史
的
条
件
に

規
定
さ

れ
て

こ

そ
、

高
遠
な

教
育
理
想
も

現
実
の

中
に

生

き
て

く
る

の

で

あ
る

。

わ
た

く

し

は
、

こ

の

調

査
が

転
換
期
の

わ
が

国
社
会
の
一

断
層
を

、

反

映
し

え
た

か

ど

う
か

を

お

そ

れ
て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
（

大

飯
学

葺
大
学
）
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